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夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い

る
問
屋
町
納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー

が
第
30
回
を
迎
え
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
も
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
う
や
っ
て
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
懇
親
で
き
た

こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
▼

さ
て
先
日
、「
座
り
す
ぎ
の
健
康
リ

ス
ク
と
そ
の
対
策
」
に
つ
い
て
講
話

を
聴
き
ま
し
た
。
講
師
は
当
組
合

も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
青
森
県
立

保
健
大
学
の
安
永
教
授
。
と
て
も

参
考
に
な
る
お
話
だ
っ
た
の
で
少
し

だ
け
シ
ェ
ア
し
ま
す
▼
元
気
で
長
生

き
す
る
に
は
「
座
り
っ
ぱ
な
し
を
減

ら
す
」
こ
と
。
身
体
活
動
を
分
類

す
る
と
、
低
強
度
活
動
は
炊
事
、

洗
濯
、掃
除
な
ど
の
家
事
や
通
勤
・

通
学
な
ど
の
生
活
活
動
、
中
強
度

は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
高
強
度
は
ラ
ン

ニ
ン
グ
な
ど
の
運
動
が
該
当
し
、
座

っ
て
い
る
の
は
座
位
行
動
で
す
▼
１

日
の
起
き
て
い
る
時
間
（
約
17
時

間
）
に
お
け
る
割
合
は
、
１
時
間

ラ
ン
ニ
ン
グ
し
て
も
約
６
％
に
し
か

な
ら
ず
、
低
強
度
が
約
35
％
、
座

位
行
動
が
な
ん
と
約
60
％
と
、
圧

倒
的
に
座
っ
て
い
る
時
間
が
多
い
そ

う
で
す
▼
確
か
に
私
も
仕
事
を
し
て

い
る
と
ほ
ぼ
座
り
っ
ぱ
な
し
で
パ
ソ

コ
ン
に
向
き
合
っ
て
ま
す
（
汗
）。

こ
の
座
位
行
動
を
減
ら
し
て
低
強

度
身
体
活
動
を
増
や
せ
る
か
が
課

題
で
す
。
ち
な
み
に
何
か
を
考
え
な

が
ら
座
っ
て
い
る
よ
り
、
テ
レ
ビ
や

動
画
を
み
な
が
ら
ぼ
ー
っ
と
座
っ
て

い
る
方
が
健
康
に
は
よ
く
な
い
そ
う

で
す
▼
30
分
以
上
連
続
す
る
よ
う

な
長
時
間
の
座
位
行
動
を
で
き
る

限
り
頻
繁
に
ブ
レ
イ
ク
（
中
断
）

す
る
こ
と
で
、
肥
満
、
糖
尿
病
、

高
血
圧
等
の
予
防
に
つ
な
が
る
そ
う

で
す
。
日
常
生
活
で
座
位
時
間
を

減
ら
す
ポ
イ
ン
ト
は
、
動
く
強
度

よ
り
も
頻
度
の
多
さ
が
重
要
で
す
。

少
な
く
と
も
１
時
間
に
１
回
は
立

ち
上
が
る
！
立
っ
た
ら
か
か
と
を
何

回
か
上
げ
て
筋
肉
を
ほ
ぐ
す
！
私

も
実
践
し
ま
す
！
（
小
田
切
）

小学１年生が手を挙げて横断の練習ラインメール青森FC ９月ホーム戦

テーブル対抗「ＳＤＧｓ〇×クイズ」

第30回問屋町納涼パーティー

恒
例
の
大
抽
選
会
。
今
回
も
多
く

の
組
合
員
企
業
か
ら
協
賛
品
の
提

供
を
受
け
、
賞
品
の
数
は
２
０
０

個
を
超
え
た
。
ま
た
、
組
合
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
者
の

み
選
べ
る
特
別
賞
品
も
10
個
用
意

し
た
。
司
会
者
が
当
選
番
号
を
読

み
上
げ
る
た
び
に
、
会
場
か
ら
は

歓
声
や
た
め
息
が
上
が
る
な
ど
熱

気
に
包
ま
れ
た
。
終
盤
に
は
目
玉

商
品
の
贈
呈
式
が
壇
上
で
行
わ

れ
、
当
選
者
は
Ａｐ
ｐ
ｌ
ｅ
Ｗ
ａ

ｔ
ｃ
ｈ
や
ゲ
ー
ミ
ン
グ
チ
ェ
ア
、

ま
た
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連
す
る
賞

品
と
し
て
リ
ン
ゴ
の
残
渣
物
で
作

ら
れ
た
人
工
皮
革
バ
ッ
グ
や
青
森

県
産
米
15
㎏
な
ど
の
豪
華
賞
品
を

手
に
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
抽
選
会
が
盛

り
上
が
り
、楽
し
く
参
加
で
き
た
」

「
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
な
っ
た
他
社

の
方
と
の
交
流
が
よ
か
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支

部
（
工
藤
支
部
長
）
で
は
、
２
０

２
５
年
３
月
に
達
成
し
た
問
屋
町

内
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
１
万
日
記

念
事
業
の
一
環
で
、
青
森
市
内
の

全
小
学
校
に
子
供
達
の
道
路
等
へ

の
飛
び
出
し
防
止
を
啓
発
す
る
ス

ト
ッ
プ
マ
ー
ク
を
寄
贈
し
た
。

　
当
寄
贈
は
青
森
県
交
通
安
全
母

の
会
連
合
会
を
経
由
し
て
行
い
、

７
月
２
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
た

同
連
合
会
の
県
大
会
内
で
工
藤
支

部
長
が
目
録
を
贈
呈
。
７
月
16
日

（
水
）
に
は
原
別
小
学
校
を
訪
れ

て
貼
付
式
を
行
い
、
同
校
１
年
生

に
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
を
手
渡
し

を
テ
ー
マ
に
、
地
産
地
消
屋
台

ブ
ー
ス
や
テ
ー
ブ
ル
対
抗
ゲ
ー

ム
、
抽
選
会
の
目
玉
商
品
な
ど
各

所
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
取
り
入
れ
た
特

別
企
画
を
実
施
し
た
。

　
テ
ー
ブ
ル
対
抗
ゲ
ー
ム
で
は
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
○
╳
ク
イ
ズ
を

出
題
。
各
テ
ー
ブ
ル
の
代
表
者
が

短
い
シ
ン
キ
ン
グ
タ
イ
ム
の
中
で

答
え
を
選
び
、
正
解
が
発
表
さ
れ

る
た
び
に
会
場
内
は
大
き
な
盛
り

上
が
り
を
見
せ
た
。

　
会
場
を
更
に
盛
り
上
げ
た
の
が

　
組
合
で
は
、
今
年
で
30
回
目
を

迎
え
る
夏
の
人
気
イ
ベ
ン
ト
「
問

屋
町
納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
、
７

月
18
日
（
金
）
に
ホ
テ
ル
青
森
で

開
催
。
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
組
合
員

従
業
員
お
よ
び
そ
の
家
族
ら
３
９

５
名
が
参
加
し
、
節
目
と
な
る
一

夜
を
楽
し
ん
だ
。

　
柳
谷
理
事
長
の
挨
拶
に
続
き
、

石
田
副
理
事
長
の
乾
杯
の
発
声
で

パ
ー
テ
ィ
ー
が
幕
を
開
け
た
。
今

回
は
30
回
目
の
開
催
を
記
念
し
、

組
合
が
推
進
す
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

た
。
式
で
は
１
年
生
児
童
全
員
が

ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
貼
付
け
箇
所
を

横
断
、
最
後
に
児
童
一
同
よ
り
お

礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。
残
り

の
学
校
に
は
夏
休
み
中
に
配
付
さ

れ
、
新
学
期
か
ら
は
ス
ト
ッ
プ
マ

ー
ク
が
子
供
達
の
安
全
確
保
に
役

立
て
ら
れ
る
。
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組
合
で
は
７
月
27
日
（
日
）、

小
学
生
を
対
象
と
し
た
問
屋
町

サ
ッ
カ
ー
教
室
を
カ
ク
ヒ
ロ
グ

ル
ー
プ
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア

ム
で
開
催
し
た
。

　
今
年
度
で
２
回
目
の
開
催
と

な
っ
た
同
教
室
に
は
38
名
の
小
学

生
が
参
加
。
指
導
に
は
、
ラ
イ
ン

メ
ー
ル
青
森
Ｆ
Ｃ
の
選
手
及
び

コ
ー
チ
が
あ
た
り
、
子
供
達
は
プ

ロ
の
技
術
や
サ
ッ
カ
ー
の
楽
し
さ

に
触
れ
な
が
ら
、
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
し
た
。

　
参
加
者
は
「
た
く
さ
ん
走
っ
て

つ
か
れ
た
け
ど
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
」と
嬉
し
そ
う
に
話
し
た
。

　
組
合
で
は
、
厚
生
労
働
省
の
助

成
金
を
活
用
し
、
組
合
員
の
紙
折

り
作
業
の
負
担
軽
減
を
目
的
に
自

動
紙
折
り
機
を
導
入
し
た
。

自動紙折り機

森林伐採安全祈願祭

問屋町サッカー教室

　
対
応
用
紙
サ
イ
ズ
は
Ｂ
６
か
ら

Ａ
３
ま
で
と
幅
広
く
、
２
つ
折
り

や
４
つ
折
り
の
ほ
か
、
観
音
折
り

や
ク
ロ
ス
折
り
な
ど
多
様
な
折
り

方
に
対
応
。
１
０
０
０
枚
程
度
の

３
つ
折
り
で
あ
れ
ば
数
分
で
処
理

が
完
了
す
る
な
ど
、
作
業
時
間
の

大
幅
な
短
縮
に
つ
な
が
る
た
め
、

無
料
利
用
サ
ー
ビ
ス
を
ぜ
ひ
ご
利

用
い
た
だ
き
た
い
。

小
学
生
が
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
交
流
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問
屋
町
サ
ッ
カ
ー
教
室

　
問
屋
町
地
区
で
進
め
ら
れ
て
い

る
街
路
樹
伐
採
工
事
に
先
立
ち
、

７
月
９
日
（
水
）
に
森
林
伐
採
安

全
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　
当
日
は
卸
団
地
再
整
備
事
業

ワ
ー
キ
ン
グ
委
員
会
の
工
藤
座
長

や
工
事
関
係
者
ら
が
出
席
。
問
屋

町
の
氏
神
で
あ
る
大
星
神
社
の
神

職
が
祝
詞
を
奏
上
し
、
街
路
樹
へ

の
感
謝
と
工
事
の
安
全
を
祈
願
し

た
。

街
路
樹
伐
採
の
安
全
を
祈
願

作
業
負
担
軽
減
へ
無
料
利
用
サ
ー
ビ
ス

自
動
紙
折
り
機
を
導
入

　
今
回
は
「
新
会
長
に
聞
く
」

と
題
し
て
、
こ
の
た
び
、
青
森

問
屋
町
経
営
同
友
会
の
新
会
長

に
就
任
さ
れ
た
、
㈱
元
木
商
店

の
元
木
社
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
同
社
は
、
昭
和
38
年
に
設
立
。

昭
和
初
期
か
ら
和
菓
子
の
落
雁

や
干
菓
子
に
使
う
木
型
を
製
造

し
て
い
た
工
房
が
前
身
で
あ
り
、

現
在
は
北
東
北
地
域
の
菓
子
・

パ
ン
製
造
業
者
に
原
材
料
や
機

械
、
包
材
な
ど
を
提
供
す
る
専

門
問
屋
と
し
て
事
業
を
行
っ
て

い
る
。

　
業
界
の
現
状
や
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
は
「
地
方
に
お
い
て

は
人
口
減
少
に
伴
う
消
費
の
伸

び
悩
み
や
人
手
不
足
に
加
え
、

大
手
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店
舗
の

進
出
な
ど
も
あ
り
、
地
域
の
事
業
者

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

う
し
た
状
況
は
新
た
な
工
夫
や
取
り

組
み
を
進
め
る
良
い
契
機
と
も
言
え

ま
す
の
で
、
当
社
は
地
元
の
お
客
様

に
最
も
近
い

『
応
援
団
』

と
し
て
顧
客

の
課
題
に
寄

り
添
い
な
が

ら
最
適
な
商

品
を
提
案
す

る
こ
と
で
、

と
も
に
成
長

し
続
け
る
企

業
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と

話
す
。

　
同
友
会
の
新
会
長
と
し
て
の
抱
負

に
つ
い
て
伺
う
と
「
現
在
も
個
性
豊

か
な
メ
ン
バ
ー
が
仲
良
く
活
動
を
行

っ
て
い
る
の
で
、
今
後
も
引
き
続
き

メ
ン
バ
ー
同
士
が
仲
良
く
交
流
し
て

い
く
こ
と
が
一
番
大
切
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
た
だ
仲
良
く
す

る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
み
な
が

意
見
を
出
し
あ
い
、
立
場
や
意
見
が

違
っ
て
も
『
そ
れ
も
い
い
ね
』
と
笑

い
あ
え
る
雰

囲
気
を
作
っ

て
い
き
た
い

で
す
」
と
語

る
。

　
同
氏
の
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト

面
に
つ
い
て

話
が
及
ぶ
と

「
私
は
何
か

一
つ
の
こ
と
に
熱
中
し
て
い
な
い
と

落
ち
着
か
な
い
タ
イ
プ
な
の
で
、
熱

中
で
き
る
も
の
を
常
に
探
し
て
い
ま

す
。
最
近
は
自
分
の
健
康
に
気
を
付

け
て
自
転
車
を
こ
ぎ
始
め
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
同
友
会
で
企
画
し
て
い
る

ダ
イ
エ
ッ
ト
グ
ラ
ン
プ
リ
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
50
歳
を
超
え

て
か
ら
体
力
の
衰
え
を
感
じ
る

こ
と
が
多
く
な
っ
た
の
で
、
健

康
に
は
今
ま
で
以
上
に
気
を
使

っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
す
。

　
座
右
の
銘
を
尋
ね
る
と
「『
起

き
た
こ
と
は
す
べ
て
受
け
入
れ

る
』
で
す
。
人
生
で
は
、
予
想

外
の
こ
と
が
た
く
さ
ん
起
き
て
、

そ
の
中
に
は
う
れ
し
い
こ
と
も

あ
れ
ば
つ
ら
く
苦
し
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ

ら
全
て
を
受
け
入
れ
て
、
そ
の

予
想
外
が
自
分
を
ど
ん
な
と
こ

ろ
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
の

か
を
常
に
楽
し
み
な
が
ら
生
き

て
い
ま
す
。
起
き
た
こ
と
を
拒

絶
す
る
よ
り
も
、
受
け
入
れ
る

人
生
の
ほ
う
が
楽
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
語
っ
た
。

（
53
歳
）

新
会
長
に
聞
く

㈱元木商店
代表取締役社長

元木　桂吾 氏
けい ごもと き

市
内
全
小
学
校
に

ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
寄
贈

安
協
問
屋
町
支
部

　
問
屋
町
に
ク
ラ
ブ
オ
フ
ィ
ス
を

構
え
、Ｊ
リ
ー
グ
参
入
を
目
指
し
て

い
る
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
「
ラ

イ
ン
メ
ー
ル
青
森
Ｆ
Ｃ
」。
２
０
２

５
年
シ
ー
ズ
ン
は
７
月
末
時
点
で

Ｊ
Ｆ
Ｌ
リ
ー
グ
３
位
と
、Ｊ
３
昇
格

圏
の
２
位
に
あ
と
一
歩
と
迫
る
好

位
置
に
つ
け
て
い
る
。
昇
格
に
は

順
位
だ
け
で
な
く
、「
ホ
ー
ム
戦
１

試
合
平
均
観
客
数
２
０
０
０
人
」

の
達
成
も
必
要
と
な
り
、
現
在
の

平
均
観
客
数
は
１
８
７
０
人
。

　
９
月
の
ホ
ー
ム
戦
の
日
程
は
下

記
の
通
り
と
な
っ
て
お
り
、
問
屋

町
の
組
合
員
従
業
員
お
よ
び
そ
の

家
族
は
会
場
受
付
で
「
問
屋
町
」

と
伝
え
る
と
無
料
で
観
戦
で
き
る
。

　
同
ク
ラ
ブ
の
Ｊ
リ
ー
グ
昇
格
を

後
押
し
す
べ
く
、
ぜ
ひ
ス
タ
ジ
ア

ム
で
の
熱
い
応
援
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ラ
イ
ン
メ
ー
ル
青
森
Ｆ
Ｃ
を
応
援
し
よ
う
！

|
９
月
ホ
ー
ム
戦
情
報
|

問
屋
町
の
夏
の
風
物
詩
を
盛
大
に
開
催

第
30
回
問
屋
町
納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー
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▲ 海洋ごみ拾い
　 活動のお申込
　 みはこちらから

３
日
▼
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
向
か
う

た
め
の
準
備
研
修

10
日
▼
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修

17
日
▼
会
計
・
経
理
の
基
礎
講
座

（
導
入
編
）①

22
日
▼
会
計
・
経
理
の
基
礎
講
座

（
導
入
編
）②

24
日
▼
会
計
・
経
理
の
基
礎
講
座

（
導
入
編
）③

▼
持
参
物

飲
み
物
、
タ
オ
ル

※

清
掃
用
具
（
デ
レ
キ
、
軍
手
、

ご
み
袋
）
は
支
給

▼
活
動
内
容

海
洋
ご
み
の
回
収
・
分
別
作
業
等

▼
参
加
料
　
無
料
（
定
員
な
し
）

７
月

４
日
▽
第
１
回
商
団
連
事
務
局
次

世
代
の
会

　
　
▽
問
屋
町
支
店
長
・
所
長
連

絡
会
第
18
回
定
時
総
会

９
日
▽
第
２
回
集
団
健
康
診
断

　
　
▽
森
林
伐
採
安
全
祈
願
祭

10
日
▽
第
４
回
問
屋
町
合
同
清
掃

15
日
▽
金
融
審
査
会

16
日
▽
安
協
問
屋
町
支
部
ス
ト
ッ

プ
マ
ー
ク
寄
贈
セ
レ
モ
ニ
ー

（
原
別
小
学
校
）

18
日
▽
第
30
回
問
屋
町
納
涼
パ
ー

テ
ィ
ー

　
　
▽
第
７
回
景
観
再
整
備
検
討

ワ
ー
キ
ン
グ
委
員
会

23
日
▽
第
２
回
環
境
対
策
委
員
会

　
　
▽
県
流
通
団
地
連
絡
協
議
会

団
地
組
合
職
員
研
修
会

25
日
▽
第
２
回
事
業
委
員
会

27
日
▽
第
２
回
問
屋
町
サ
ッ
カ
ー

教
室

28
日
▽
問
屋
町
経
営
同
友
会
第
３

回
役
員
会

29
日
▽
第
３
回
理
事
会

　
　
▽
青
森
問
屋
町
配
送
㈱
第
２

回
取
締
役
会

　
　
▽
問
屋
町
政
経
ク
ラ
ブ
第
39

回
定
時
総
会

30
日
▽
第
１
回
税
務
研
修
会

…
問
屋
町ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
…

　
組
合
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
活
動

の
一
環
と
し
て
、Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ 

Ｐ
Ｅ

Ａ
Ｃ
Ｅ 

Ａ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
が
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
「
夏
泊
半
島

大
島
海
洋
ご
み
拾
い
活
動
」
へ
参

加
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。

地
域
の
自
然
環
境
保
全
に
貢
献
す

る
機
会
と
し
て
、
ご
家
族
・
ご
友

人
と
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

２
０
２
５
年
10
月
12
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

※
 

雨
天
中
止

▼
集
合
場
所

夏
泊
半
島
大
島
駐
車
場
（
青
森
県

東
津
軽
郡
平
内
町
東
田
沢
）

海
洋
ご
み
拾
い
活
動

参
加
者
募
集
の
ご
案
内

資
本
的
支
出
と
修
繕
費
の

判
断
基
準
等
に
つ
い
て
学
ぶ

商
団
連
事
務
局
次
世
代
の

会
の
会
議
が
青
森
で
開
催

青
森
県
の
中
小
企
業
者
価
格

転
嫁
施
策
に
つ
い
て
学
ぶ

　
問
屋
町
支
店
長
・
所
長
連
絡
会

（
青
友
会
）
の
第
18
回
定
時
総
会

が
、
７
月
４
日
（
金
）
に
ウ
ェ
デ

ィ
ン
グ
プ
ラ
ザ
ア
ラ
ス
カ
で
開
催

さ
れ
た
。

　
会
員
14
名
が
出
席
し
た
同
総
会

▽
会
長
　
坪
谷
亮
治
（
東
日
運
送

㈱ 
所
長
）

▽
副
会
長
　
西
堀
渉
（
東
北
化
学

薬
品
㈱ 
支
店
長
）
石
戸
谷
正
彦

（
㈱
金
入 
支
店
長
）

▽
幹
事
　
梅
田
和
実
（
㈱
マ
ツ
ダ

ア
ン
フ
ィ
ニ
青
森 
事
業
部
長
）

平
川
正
人
（
北
燃
商
事
㈱ 

ブ
ロ

ッ
ク
長
）
泉
剛
嗣
（
東
栄
㈱
　
所

長
）
小
林
勝
一
（
㈱
伊
藤
園 
支

店
長
）
須
藤
泰
生
（
昭
産
商
事
㈱ 

支
店
長 ※

新
任
）

▽
監
事
　
野
口
真
人
（
㈱
青
森
み

ち
の
く
銀
行
問
屋
町
支
店
長
）
中

村
忠
人
（
㈱
青
森
み
ち
の
く
銀
行

第
二
問
屋
町
支
店
長
）

　
青
森
県
内
４
卸
団
地
で
組
織
さ

れ
る
青
森
県
流
通
団
地
連
絡
協
議

会
は
、
７
月
23
日
（
水
）
に
ウ
ェ

デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ザ
ア
ラ
ス
カ
で
第

１
回
団
地
職
員
研
修
会
を
開
催
し

た
。

　
研
修
会
に
は
県
内
各
地
の
卸
団

地
職
員
に
加
え
、
組
合
指
導
機
関

で
あ
る
青
森
県
経
済
産
業
部
、
青

森
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
か
ら

計
24
名
が
出
席
し
た
。

　
研
修
会
の
講
師
は
県
経
済
産
業

部
地
域
企
業
支
援
課
の
森
主
幹
が

務
め
、
青
森
県
が
進
め
る
県
内
中

小
企
業
の
価
格
転
嫁
促
進
施
策
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

　
森
主
幹
は
中
小
企
業
の
価
格
転

嫁
の
現
状
に
つ
い
て
、
物
価
高
騰

や
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
、
金
利

上
昇
と
い
っ
た
要
因
が
重
な
り
十

分
に
進
ん
で
い
な
い
と
指
摘
。
そ

の
上
で
、
価
格
転
嫁
の
促
進
に
向

け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
今
年
度

か
ら
原
価
計
算
な
ど
の
伴
走
支
援

を
行
う
「
価
格
転
嫁
支
援
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」
を
配
置
し
た
こ
と
や
、

市
町
村
や
関
係
団
体
等
と
連
携
し

た
「
価
格
転
嫁
促
進
連
絡
会
議
」

に
よ
る
取
り
組
み
の
強
化
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

　
研
修
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
情

報
交
換
を
行
う
な
ど
親
睦
を
深
め

た
。

青友会　第18回定時総会

団地組合職員研修会 商団連事務局次世代の会

第１回税務研修会

理
事
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

　
理
事
会
終
了
後
に
は
、
青
森
問

屋
町
配
送
㈱
の
第
２
回
取
締
役
会

及
び
青
森
問
屋
町
政
経
ク
ラ
ブ
の

第
１
回
幹
事
会
並
び
に
第
39
回
総

会
も
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
、
審
議
の

結
果
、
提
出
案
件
が
全
て
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
た
。

本
的
支
出
と
修
繕
費
」
を
テ
ー
マ

に
、
固
定
資
産
の
修
繕
や
改
良
等

を
行
っ
た
場
合
の
資
本
的
支
出
と

修
繕
費
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
、

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
用
い
な
が
ら

具
体
的
に
説
明
が
さ
れ
た
。

　
続
い
て
「
交
際
費
と
会
議
費
の

違
い
」
を
テ
ー
マ
に
、
交
際
費
に

関
す
る
説
明
に
加
え
、
会
議
等
に

お
け
る
飲
食
代
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
学
ん
だ
。

　
７
月
30
日
（
水
）
に
問
屋
町
会

館
１
階
会
議
室
で
第
１
回
税
務
研

修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
青
森
法
人

会
と
共
催
で
実
施
し
た
研
修
会
で

は
、
青
森
税
務
署
の
岩
本
審
理
専

門
官
が
講
師
を
務
め
、
組
合
員
従

業
員
ら
14
名
が
参
加
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
は
じ
め
に
「
資

　
商
団
連
事
務
局
次
世
代
の
会
の

会
議
が
７
月
４
日
（
金
）、
問
屋
町

会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
同
会
議
に

は
当
組
合
の
小
田
切
事
務
局
長
を

は
じ
め
会
員
ら
15
名
が
出
席
し
た
。

　
同
会
は
全
国
に
あ
る
卸
商
業
団

地
の
若
手
事
務
局
長
や
将
来
の
事

務
局
長
候
補
を
中
心
に
組
織
さ

れ
、
団
地
事
務
局
間
の
連
携
強
化

や
課
題
解
決
を
目
的
と
し
て
、
情

報
交
換
や
研
修
活
動
を
通
じ
て
相

互
の
ス
キ
ル
向
上
と
団
地
運
営
の

活
性
化
を
図
る
任
意
団
体
。

　
会
議
で
は
冒
頭
、
当
組
合
の
柳

谷
理
事
長
が
歓
迎
の
挨
拶
を
行

い
、
続
い
て
小
田
切
事
務
局
長
が

組
合
の
事
業
概
要
等
に
つ
い
て
説

明
。
そ
の
後
、
団
地
内
の
組
合
施

設
の
視
察
や
会
員
間
の
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

　
２
０
２
５
年
度
第
３
回
理
事
会

が
７
月
29
日
（
火
）
に
問
屋
町
会

館
で
開
か
れ
、
審
議
の
結
果
、
全

て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
事
務
局
か
ら
は
問
屋
町

納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー
の
参
加
状
況
や

問
屋
町
内
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
１

万
日
達
成
記
念
事
業
の
実
施
結
果

な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
主
な
案
件
審
議
は
次
の
と
お
り
。

案
件
一
．
事
業
委
員
会
か
ら
の
意

見
に
つ
い
て

案
件
二
．
環
境
対
策
委
員
会
か
ら

の
意
見
に
つ
い
て

案
件
三
．
金
融
事
業
検
討
特
別
委

員
会
の
設
置
に
つ
い
て

案
件
四
．
２
０
２
５
年
度
第
４
回

で
は
、
提
出
議
案
が
全
て
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
た
。
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
で
は
、
転
勤
に
よ

り
幹
事
１
名
が
変
更
。
新
体
制
と

な
っ
た
役
員
の
も
と
、
今
年
度
も

親
睦
交
流
会
や
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
等

の
開
催
を
通
し
て
会
員
間
の
親
睦

を
深
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　
ま
た
総
会
に
先
立
ち
、
㈱
ビ
ジ

ネ
ス
ブ
レ
イ
ン
の
佐
藤
社
長
を
講

師
に
招
き
「
今
さ
ら
聞
け
な
い
！

年
金
制
度
の
キ
ホ
ン
」
を
テ
ー
マ

に
特
別
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。
佐

藤
社
長
は
基
礎
年
金
と
厚
生
年
金

の
違
い
や
繰
上
げ
・
繰
下
げ
受
給

の
メ
リ
ッ
ト
と
リ
ス
ク
を
具
体
例

を
交
え
て
説
明
。
加
え
て
「
年
金

額
は
一
度
決
め
る
と
一
生
変
わ
ら

な
い
。
繰
上
げ
受
給
を
選
べ
ば
早

く
受
け
取
れ
る
一
方
で
そ
の
減
額

は
生
涯
続
く
た
め
注
意
が
必
要
」

と
強
調
し
た
。

【
新
役
員
・
敬
称
省
略
】

金
融
事
業
検
討
特
別
委
員
会

の
設
置
な
ど
承
認第３

回
理
事
会

青
森
県
流
通
団
地
連
絡
協
議
会

第
18
回
定
時
総
会

青森県立青森高等技術専門校
校長

鳴海　圭 氏
わたるなる み

　
今
月
号
で
は
、⑵「
在
職
者
訓

練
」
と
⑶「
委
託
訓
練
」
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
⑵「
在
職
者
訓
練
」
で
は
、

企
業
等
に
勤
務
し
て
い
る
方
々

を
対
象
に
、
電
気
工
事
士
・
土

木
施
工
管
理
の
試
験
対
策
や
Ｃ

Ａ
Ｄ
講
習
な
ど
電
気
・
土
木
系

の
短
期
講
習
（
２
〜
６
日
間
）

を
開
催
し
て
お
り
、
建
設
業
以

外
の
業
種
の
方
々
に
も
多
数
ご

参
加
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
⑶「
委
託
訓
練
」
で
は
、
離

職
者
等
の
再
就
職
促
進
や
障
が

　
前
号
に
引
き
続
き
、
青
森
県

立
青
森
高
等
技
術
専
門
校
の
鳴

海
校
長
に
よ
る
ち
ょ
こ
っ
と
情

報
室
を
お
送
り
す
る
。

い
者
の
就
職
促
進
を
図
る
た
め
、

民
間
教
育
機
関
や
社
会
福
祉
法
人

等
に
委
託
し
て
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。
離
職
者
向
け
で
は
、
パ
ソ

コ
ン
、簿
記
・
経
理
、介
護
、保
育
、

栄
養
、
情
報
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

訓
練
科
（
３
ヵ
月
〜
２
年
間
）
を

開
設
し
、
受

講
後
の
再
就

職
に
活
用
し

て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
障
が

い
者
向
け
で

は
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対

応
し
、
知
識
・

技
能
や
実
践

能
力
等
を
習
得
す
る
た
め
の
訓
練

科（
１
〜
２
ヵ
月
間
）を
開
設
し
、

就
職
に
向
け
た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

役
立
て
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、
今
年
度
は
、
㈿
青
森
総
合
卸

セ
ン
タ
ー
と
新
た
に
連
携
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
障
が
い
者
雇
用
促
進

の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
訓
練
の
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
ぜ
ひ
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
興
味
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
連

絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で

本
校
の
訓
練

概
要
に
つ
い

て
ご
紹
介
し

ま
し
た
が
、

最
近
経
営
者

の
方
々
と
歓

談
し
ま
す
と
、

近
年
の
人
手

不
足
を
反
映

し
て
「
社
員
の
確
保
・
育
成
」
を

経
営
課
題
に
掲
げ
る
方
が
年
々
増

え
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

そ
の
点
に
お
い
て
は
、
本
校
の
果

た
す
べ
き
役
割
が
単
に
「
職
業
訓

練
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
企
業
の

経
営
支
援
」
ひ
い
て
は
「
建
設
関

連
業
界
の
産
業
振
興
」
に
ま
で

及
ん
で
い
る
こ
と
に
改
め
て
気

づ
か
さ
れ
、
責
任
の
重
さ
を
実

感
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
中
小
企
業
高

度
化
資
金
の
診
断
・
貸
付
業
務

を
長
く
担
当
し
、
経
営
に
つ
い

て
組
合
や
組
合
員
の
方
々
か
ら

多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
企
業
経
営
と
学

校
経
営
は
や
や
趣
を
異
に
し
ま

す
が
、
逆
に
経
営
す
る
立
場
に

な
っ
て
こ
れ
ま
で
の
経
験
の
真

価
が
問
わ
れ
て
い
る
も
の
と
受

け
止
め
て
い
ま
す
。
既
に
「
十

七
歳
の
地
図
」
な
ら
ぬ
「
五
十

七
歳
の
地
図
」
を
迎
え
て
お
り

ま
す
が
、
本
校
学
生
の
若
さ
に

負
け
ず
、
微
力
な
が
ら
「
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
地
域
社
会
の
実

現
」
に
向
け
て
貢
献
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
拙
筆
に
最
後
ま
で
お
付
き
合

い
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
あ
げ

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
完
）

第
二
回

ち
ょ
こ
っ
と
情
報
室

青
森
県
立
青
森
高
等
技
術
専
門
校

校
長
　鳴
海
　圭

がんの超早期発見は、早期検査から。 

株式会社ヒグチ
青森市問屋町 ☎

全身 15 種類のステージ１のがんリスクも判定 

患者様のため、
　最良の医療機器を提供する

医療機器・医薬品・開業支援

株式会社北斗医理科
http://hokuto-irika.jp/

■本　社
〒036-8093 青森県弘前市城東中央３丁目３番地３
TEL 0172-28-5161　FAX 0172-28-5162

■青 森 営 業 所　　 ■八 戸 営 業 所
■五所川原出張所　　 ■む つ 出 張 所
■有 料 老 人 ホ ー ム 北 斗 桜 ヶ 丘
■訪 問 介 護 事 業 所 北 斗 桜 ヶ 丘
■居宅介護支援事業所北斗桜ヶ丘

作業服・事務服、ご連絡ください。お伺いします。

青森市問屋町１－６－６
TEL 017－738－4581　FAX 017－738－4089

企業服各種取り扱い
青森代理店　祭用品製造・販売

コロナ対策はまだまだ必要

問
屋
町
支
店
長・所
長
連
絡
会

第
１
回
税
務
研
修
会
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▲ 海洋ごみ拾い
　 活動のお申込
　 みはこちらから

３
日
▼
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
向
か
う

た
め
の
準
備
研
修

10
日
▼
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修

17
日
▼
会
計
・
経
理
の
基
礎
講
座

（
導
入
編
）①

22
日
▼
会
計
・
経
理
の
基
礎
講
座

（
導
入
編
）②

24
日
▼
会
計
・
経
理
の
基
礎
講
座

（
導
入
編
）③

▼
持
参
物

飲
み
物
、
タ
オ
ル

※

清
掃
用
具
（
デ
レ
キ
、
軍
手
、

ご
み
袋
）
は
支
給

▼
活
動
内
容

海
洋
ご
み
の
回
収
・
分
別
作
業
等

▼
参
加
料
　
無
料
（
定
員
な
し
）

７
月

４
日
▽
第
１
回
商
団
連
事
務
局
次

世
代
の
会

　
　
▽
問
屋
町
支
店
長
・
所
長
連

絡
会
第
18
回
定
時
総
会

９
日
▽
第
２
回
集
団
健
康
診
断

　
　
▽
森
林
伐
採
安
全
祈
願
祭

10
日
▽
第
４
回
問
屋
町
合
同
清
掃

15
日
▽
金
融
審
査
会

16
日
▽
安
協
問
屋
町
支
部
ス
ト
ッ

プ
マ
ー
ク
寄
贈
セ
レ
モ
ニ
ー

（
原
別
小
学
校
）

18
日
▽
第
30
回
問
屋
町
納
涼
パ
ー

テ
ィ
ー

　
　
▽
第
７
回
景
観
再
整
備
検
討

ワ
ー
キ
ン
グ
委
員
会

23
日
▽
第
２
回
環
境
対
策
委
員
会

　
　
▽
県
流
通
団
地
連
絡
協
議
会

団
地
組
合
職
員
研
修
会

25
日
▽
第
２
回
事
業
委
員
会

27
日
▽
第
２
回
問
屋
町
サ
ッ
カ
ー

教
室

28
日
▽
問
屋
町
経
営
同
友
会
第
３

回
役
員
会

29
日
▽
第
３
回
理
事
会

　
　
▽
青
森
問
屋
町
配
送
㈱
第
２

回
取
締
役
会

　
　
▽
問
屋
町
政
経
ク
ラ
ブ
第
39

回
定
時
総
会

30
日
▽
第
１
回
税
務
研
修
会

…
問
屋
町ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
…

　
組
合
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
活
動

の
一
環
と
し
て
、Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ 

Ｐ
Ｅ

Ａ
Ｃ
Ｅ 

Ａ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
が
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
「
夏
泊
半
島

大
島
海
洋
ご
み
拾
い
活
動
」
へ
参

加
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。

地
域
の
自
然
環
境
保
全
に
貢
献
す

る
機
会
と
し
て
、
ご
家
族
・
ご
友

人
と
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

２
０
２
５
年
10
月
12
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

※
 

雨
天
中
止

▼
集
合
場
所

夏
泊
半
島
大
島
駐
車
場
（
青
森
県

東
津
軽
郡
平
内
町
東
田
沢
）

海
洋
ご
み
拾
い
活
動

参
加
者
募
集
の
ご
案
内

資
本
的
支
出
と
修
繕
費
の

判
断
基
準
等
に
つ
い
て
学
ぶ

商
団
連
事
務
局
次
世
代
の

会
の
会
議
が
青
森
で
開
催

青
森
県
の
中
小
企
業
者
価
格

転
嫁
施
策
に
つ
い
て
学
ぶ

　
問
屋
町
支
店
長
・
所
長
連
絡
会

（
青
友
会
）
の
第
18
回
定
時
総
会

が
、
７
月
４
日
（
金
）
に
ウ
ェ
デ

ィ
ン
グ
プ
ラ
ザ
ア
ラ
ス
カ
で
開
催

さ
れ
た
。

　
会
員
14
名
が
出
席
し
た
同
総
会

▽
会
長
　
坪
谷
亮
治
（
東
日
運
送

㈱ 

所
長
）

▽
副
会
長
　
西
堀
渉
（
東
北
化
学

薬
品
㈱ 

支
店
長
）
石
戸
谷
正
彦

（
㈱
金
入 

支
店
長
）

▽
幹
事
　
梅
田
和
実
（
㈱
マ
ツ
ダ

ア
ン
フ
ィ
ニ
青
森 

事
業
部
長
）

平
川
正
人
（
北
燃
商
事
㈱ 

ブ
ロ

ッ
ク
長
）
泉
剛
嗣
（
東
栄
㈱
　
所

長
）
小
林
勝
一
（
㈱
伊
藤
園 

支

店
長
）
須
藤
泰
生
（
昭
産
商
事
㈱ 

支
店
長 ※

新
任
）

▽
監
事
　
野
口
真
人
（
㈱
青
森
み

ち
の
く
銀
行
問
屋
町
支
店
長
）
中

村
忠
人
（
㈱
青
森
み
ち
の
く
銀
行

第
二
問
屋
町
支
店
長
）

　
青
森
県
内
４
卸
団
地
で
組
織
さ

れ
る
青
森
県
流
通
団
地
連
絡
協
議

会
は
、
７
月
23
日
（
水
）
に
ウ
ェ

デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ザ
ア
ラ
ス
カ
で
第

１
回
団
地
職
員
研
修
会
を
開
催
し

た
。

　
研
修
会
に
は
県
内
各
地
の
卸
団

地
職
員
に
加
え
、
組
合
指
導
機
関

で
あ
る
青
森
県
経
済
産
業
部
、
青

森
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
か
ら

計
24
名
が
出
席
し
た
。

　
研
修
会
の
講
師
は
県
経
済
産
業

部
地
域
企
業
支
援
課
の
森
主
幹
が

務
め
、
青
森
県
が
進
め
る
県
内
中

小
企
業
の
価
格
転
嫁
促
進
施
策
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

　
森
主
幹
は
中
小
企
業
の
価
格
転

嫁
の
現
状
に
つ
い
て
、
物
価
高
騰

や
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
、
金
利

上
昇
と
い
っ
た
要
因
が
重
な
り
十

分
に
進
ん
で
い
な
い
と
指
摘
。
そ

の
上
で
、
価
格
転
嫁
の
促
進
に
向

け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
今
年
度

か
ら
原
価
計
算
な
ど
の
伴
走
支
援

を
行
う
「
価
格
転
嫁
支
援
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」
を
配
置
し
た
こ
と
や
、

市
町
村
や
関
係
団
体
等
と
連
携
し

た
「
価
格
転
嫁
促
進
連
絡
会
議
」

に
よ
る
取
り
組
み
の
強
化
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

　
研
修
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
情

報
交
換
を
行
う
な
ど
親
睦
を
深
め

た
。

青友会　第18回定時総会

団地組合職員研修会 商団連事務局次世代の会

第１回税務研修会

理
事
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

　
理
事
会
終
了
後
に
は
、
青
森
問

屋
町
配
送
㈱
の
第
２
回
取
締
役
会

及
び
青
森
問
屋
町
政
経
ク
ラ
ブ
の

第
１
回
幹
事
会
並
び
に
第
39
回
総

会
も
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
、
審
議
の

結
果
、
提
出
案
件
が
全
て
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
た
。

本
的
支
出
と
修
繕
費
」
を
テ
ー
マ

に
、
固
定
資
産
の
修
繕
や
改
良
等

を
行
っ
た
場
合
の
資
本
的
支
出
と

修
繕
費
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
、

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
用
い
な
が
ら

具
体
的
に
説
明
が
さ
れ
た
。

　
続
い
て
「
交
際
費
と
会
議
費
の

違
い
」
を
テ
ー
マ
に
、
交
際
費
に

関
す
る
説
明
に
加
え
、
会
議
等
に

お
け
る
飲
食
代
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
学
ん
だ
。

　
７
月
30
日
（
水
）
に
問
屋
町
会

館
１
階
会
議
室
で
第
１
回
税
務
研

修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
青
森
法
人

会
と
共
催
で
実
施
し
た
研
修
会
で

は
、
青
森
税
務
署
の
岩
本
審
理
専

門
官
が
講
師
を
務
め
、
組
合
員
従

業
員
ら
14
名
が
参
加
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
は
じ
め
に
「
資

　
商
団
連
事
務
局
次
世
代
の
会
の

会
議
が
７
月
４
日
（
金
）、
問
屋
町

会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
同
会
議
に

は
当
組
合
の
小
田
切
事
務
局
長
を

は
じ
め
会
員
ら
15
名
が
出
席
し
た
。

　
同
会
は
全
国
に
あ
る
卸
商
業
団

地
の
若
手
事
務
局
長
や
将
来
の
事

務
局
長
候
補
を
中
心
に
組
織
さ

れ
、
団
地
事
務
局
間
の
連
携
強
化

や
課
題
解
決
を
目
的
と
し
て
、
情

報
交
換
や
研
修
活
動
を
通
じ
て
相

互
の
ス
キ
ル
向
上
と
団
地
運
営
の

活
性
化
を
図
る
任
意
団
体
。

　
会
議
で
は
冒
頭
、
当
組
合
の
柳

谷
理
事
長
が
歓
迎
の
挨
拶
を
行

い
、
続
い
て
小
田
切
事
務
局
長
が

組
合
の
事
業
概
要
等
に
つ
い
て
説

明
。
そ
の
後
、
団
地
内
の
組
合
施

設
の
視
察
や
会
員
間
の
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

　
２
０
２
５
年
度
第
３
回
理
事
会

が
７
月
29
日
（
火
）
に
問
屋
町
会

館
で
開
か
れ
、
審
議
の
結
果
、
全

て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
事
務
局
か
ら
は
問
屋
町

納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー
の
参
加
状
況
や

問
屋
町
内
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
１

万
日
達
成
記
念
事
業
の
実
施
結
果

な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
主
な
案
件
審
議
は
次
の
と
お
り
。

案
件
一
．
事
業
委
員
会
か
ら
の
意

見
に
つ
い
て

案
件
二
．
環
境
対
策
委
員
会
か
ら

の
意
見
に
つ
い
て

案
件
三
．
金
融
事
業
検
討
特
別
委

員
会
の
設
置
に
つ
い
て

案
件
四
．
２
０
２
５
年
度
第
４
回

で
は
、
提
出
議
案
が
全
て
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
た
。
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
で
は
、
転
勤
に
よ

り
幹
事
１
名
が
変
更
。
新
体
制
と

な
っ
た
役
員
の
も
と
、
今
年
度
も

親
睦
交
流
会
や
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
等

の
開
催
を
通
し
て
会
員
間
の
親
睦

を
深
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　
ま
た
総
会
に
先
立
ち
、
㈱
ビ
ジ

ネ
ス
ブ
レ
イ
ン
の
佐
藤
社
長
を
講

師
に
招
き
「
今
さ
ら
聞
け
な
い
！

年
金
制
度
の
キ
ホ
ン
」
を
テ
ー
マ

に
特
別
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。
佐

藤
社
長
は
基
礎
年
金
と
厚
生
年
金

の
違
い
や
繰
上
げ
・
繰
下
げ
受
給

の
メ
リ
ッ
ト
と
リ
ス
ク
を
具
体
例

を
交
え
て
説
明
。
加
え
て
「
年
金

額
は
一
度
決
め
る
と
一
生
変
わ
ら

な
い
。
繰
上
げ
受
給
を
選
べ
ば
早

く
受
け
取
れ
る
一
方
で
そ
の
減
額

は
生
涯
続
く
た
め
注
意
が
必
要
」

と
強
調
し
た
。

【
新
役
員
・
敬
称
省
略
】

金
融
事
業
検
討
特
別
委
員
会

の
設
置
な
ど
承
認第３

回
理
事
会

青
森
県
流
通
団
地
連
絡
協
議
会

第
18
回
定
時
総
会

青森県立青森高等技術専門校
校長

鳴海　圭 氏
わたるなる み

　
今
月
号
で
は
、⑵「
在
職
者
訓

練
」
と
⑶「
委
託
訓
練
」
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
⑵「
在
職
者
訓
練
」
で
は
、

企
業
等
に
勤
務
し
て
い
る
方
々

を
対
象
に
、
電
気
工
事
士
・
土

木
施
工
管
理
の
試
験
対
策
や
Ｃ

Ａ
Ｄ
講
習
な
ど
電
気
・
土
木
系

の
短
期
講
習
（
２
〜
６
日
間
）

を
開
催
し
て
お
り
、
建
設
業
以

外
の
業
種
の
方
々
に
も
多
数
ご

参
加
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
⑶「
委
託
訓
練
」
で
は
、
離

職
者
等
の
再
就
職
促
進
や
障
が

　
前
号
に
引
き
続
き
、
青
森
県

立
青
森
高
等
技
術
専
門
校
の
鳴

海
校
長
に
よ
る
ち
ょ
こ
っ
と
情

報
室
を
お
送
り
す
る
。

い
者
の
就
職
促
進
を
図
る
た
め
、

民
間
教
育
機
関
や
社
会
福
祉
法
人

等
に
委
託
し
て
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。
離
職
者
向
け
で
は
、
パ
ソ

コ
ン
、簿
記
・
経
理
、介
護
、保
育
、

栄
養
、
情
報
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

訓
練
科
（
３
ヵ
月
〜
２
年
間
）
を

開
設
し
、
受

講
後
の
再
就

職
に
活
用
し

て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
障
が

い
者
向
け
で

は
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対

応
し
、
知
識
・

技
能
や
実
践

能
力
等
を
習
得
す
る
た
め
の
訓
練

科（
１
〜
２
ヵ
月
間
）を
開
設
し
、

就
職
に
向
け
た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

役
立
て
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、
今
年
度
は
、
㈿
青
森
総
合
卸

セ
ン
タ
ー
と
新
た
に
連
携
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
障
が
い
者
雇
用
促
進

の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
訓
練
の
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
ぜ
ひ
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
興
味
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
連

絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で

本
校
の
訓
練

概
要
に
つ
い

て
ご
紹
介
し

ま
し
た
が
、

最
近
経
営
者

の
方
々
と
歓

談
し
ま
す
と
、

近
年
の
人
手

不
足
を
反
映

し
て
「
社
員
の
確
保
・
育
成
」
を

経
営
課
題
に
掲
げ
る
方
が
年
々
増

え
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

そ
の
点
に
お
い
て
は
、
本
校
の
果

た
す
べ
き
役
割
が
単
に
「
職
業
訓

練
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
企
業
の

経
営
支
援
」
ひ
い
て
は
「
建
設
関

連
業
界
の
産
業
振
興
」
に
ま
で

及
ん
で
い
る
こ
と
に
改
め
て
気

づ
か
さ
れ
、
責
任
の
重
さ
を
実

感
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
中
小
企
業
高

度
化
資
金
の
診
断
・
貸
付
業
務

を
長
く
担
当
し
、
経
営
に
つ
い

て
組
合
や
組
合
員
の
方
々
か
ら

多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
企
業
経
営
と
学

校
経
営
は
や
や
趣
を
異
に
し
ま

す
が
、
逆
に
経
営
す
る
立
場
に

な
っ
て
こ
れ
ま
で
の
経
験
の
真

価
が
問
わ
れ
て
い
る
も
の
と
受

け
止
め
て
い
ま
す
。
既
に
「
十

七
歳
の
地
図
」
な
ら
ぬ
「
五
十

七
歳
の
地
図
」
を
迎
え
て
お
り

ま
す
が
、
本
校
学
生
の
若
さ
に

負
け
ず
、
微
力
な
が
ら
「
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
地
域
社
会
の
実

現
」
に
向
け
て
貢
献
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
拙
筆
に
最
後
ま
で
お
付
き
合

い
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
あ
げ

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
完
）

第
二
回

ち
ょ
こ
っ
と
情
報
室

青
森
県
立
青
森
高
等
技
術
専
門
校

校
長
　鳴
海
　圭

がんの超早期発見は、早期検査から。 

株式会社ヒグチ
青森市問屋町 ☎

全身 15 種類のステージ１のがんリスクも判定 

患者様のため、
　最良の医療機器を提供する

医療機器・医薬品・開業支援

株式会社北斗医理科
http://hokuto-irika.jp/

■本　社
〒036-8093 青森県弘前市城東中央３丁目３番地３
TEL 0172-28-5161　FAX 0172-28-5162

■青 森 営 業 所　　 ■八 戸 営 業 所
■五所川原出張所　　 ■む つ 出 張 所
■有 料 老 人 ホ ー ム 北 斗 桜 ヶ 丘
■訪 問 介 護 事 業 所 北 斗 桜 ヶ 丘
■居宅介護支援事業所北斗桜ヶ丘

作業服・事務服、ご連絡ください。お伺いします。

青森市問屋町１－６－６
TEL 017－738－4581　FAX 017－738－4089

企業服各種取り扱い
青森代理店　祭用品製造・販売

コロナ対策はまだまだ必要

問
屋
町
支
店
長・所
長
連
絡
会

第
１
回
税
務
研
修
会
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夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い

る
問
屋
町
納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー

が
第
30
回
を
迎
え
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
も
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
う
や
っ
て
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
懇
親
で
き
た

こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
▼

さ
て
先
日
、「
座
り
す
ぎ
の
健
康
リ

ス
ク
と
そ
の
対
策
」
に
つ
い
て
講
話

を
聴
き
ま
し
た
。
講
師
は
当
組
合

も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
青
森
県
立

保
健
大
学
の
安
永
教
授
。
と
て
も

参
考
に
な
る
お
話
だ
っ
た
の
で
少
し

だ
け
シ
ェ
ア
し
ま
す
▼
元
気
で
長
生

き
す
る
に
は
「
座
り
っ
ぱ
な
し
を
減

ら
す
」
こ
と
。
身
体
活
動
を
分
類

す
る
と
、
低
強
度
活
動
は
炊
事
、

洗
濯
、掃
除
な
ど
の
家
事
や
通
勤
・

通
学
な
ど
の
生
活
活
動
、
中
強
度

は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
高
強
度
は
ラ
ン

ニ
ン
グ
な
ど
の
運
動
が
該
当
し
、
座

っ
て
い
る
の
は
座
位
行
動
で
す
▼
１

日
の
起
き
て
い
る
時
間
（
約
17
時

間
）
に
お
け
る
割
合
は
、
１
時
間

ラ
ン
ニ
ン
グ
し
て
も
約
６
％
に
し
か

な
ら
ず
、
低
強
度
が
約
35
％
、
座

位
行
動
が
な
ん
と
約
60
％
と
、
圧

倒
的
に
座
っ
て
い
る
時
間
が
多
い
そ

う
で
す
▼
確
か
に
私
も
仕
事
を
し
て

い
る
と
ほ
ぼ
座
り
っ
ぱ
な
し
で
パ
ソ

コ
ン
に
向
き
合
っ
て
ま
す
（
汗
）。

こ
の
座
位
行
動
を
減
ら
し
て
低
強

度
身
体
活
動
を
増
や
せ
る
か
が
課

題
で
す
。
ち
な
み
に
何
か
を
考
え
な

が
ら
座
っ
て
い
る
よ
り
、
テ
レ
ビ
や

動
画
を
み
な
が
ら
ぼ
ー
っ
と
座
っ
て

い
る
方
が
健
康
に
は
よ
く
な
い
そ
う

で
す
▼
30
分
以
上
連
続
す
る
よ
う

な
長
時
間
の
座
位
行
動
を
で
き
る

限
り
頻
繁
に
ブ
レ
イ
ク
（
中
断
）

す
る
こ
と
で
、
肥
満
、
糖
尿
病
、

高
血
圧
等
の
予
防
に
つ
な
が
る
そ
う

で
す
。
日
常
生
活
で
座
位
時
間
を

減
ら
す
ポ
イ
ン
ト
は
、
動
く
強
度

よ
り
も
頻
度
の
多
さ
が
重
要
で
す
。

少
な
く
と
も
１
時
間
に
１
回
は
立

ち
上
が
る
！
立
っ
た
ら
か
か
と
を
何

回
か
上
げ
て
筋
肉
を
ほ
ぐ
す
！
私

も
実
践
し
ま
す
！
（
小
田
切
）

小学１年生が手を挙げて横断の練習ラインメール青森FC ９月ホーム戦

テーブル対抗「ＳＤＧｓ〇×クイズ」

第30回問屋町納涼パーティー

恒
例
の
大
抽
選
会
。
今
回
も
多
く

の
組
合
員
企
業
か
ら
協
賛
品
の
提

供
を
受
け
、
賞
品
の
数
は
２
０
０

個
を
超
え
た
。
ま
た
、
組
合
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
者
の

み
選
べ
る
特
別
賞
品
も
10
個
用
意

し
た
。
司
会
者
が
当
選
番
号
を
読

み
上
げ
る
た
び
に
、
会
場
か
ら
は

歓
声
や
た
め
息
が
上
が
る
な
ど
熱

気
に
包
ま
れ
た
。
終
盤
に
は
目
玉

商
品
の
贈
呈
式
が
壇
上
で
行
わ

れ
、
当
選
者
は
Ａｐ
ｐ
ｌ
ｅ
Ｗ
ａ

ｔ
ｃ
ｈ
や
ゲ
ー
ミ
ン
グ
チ
ェ
ア
、

ま
た
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連
す
る
賞

品
と
し
て
リ
ン
ゴ
の
残
渣
物
で
作

ら
れ
た
人
工
皮
革
バ
ッ
グ
や
青
森

県
産
米
15
㎏
な
ど
の
豪
華
賞
品
を

手
に
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
抽
選
会
が
盛

り
上
が
り
、楽
し
く
参
加
で
き
た
」

「
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
な
っ
た
他
社

の
方
と
の
交
流
が
よ
か
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支

部
（
工
藤
支
部
長
）
で
は
、
２
０

２
５
年
３
月
に
達
成
し
た
問
屋
町

内
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
１
万
日
記

念
事
業
の
一
環
で
、
青
森
市
内
の

全
小
学
校
に
子
供
達
の
道
路
等
へ

の
飛
び
出
し
防
止
を
啓
発
す
る
ス

ト
ッ
プ
マ
ー
ク
を
寄
贈
し
た
。

　
当
寄
贈
は
青
森
県
交
通
安
全
母

の
会
連
合
会
を
経
由
し
て
行
い
、

７
月
２
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
た

同
連
合
会
の
県
大
会
内
で
工
藤
支

部
長
が
目
録
を
贈
呈
。
７
月
16
日

（
水
）
に
は
原
別
小
学
校
を
訪
れ

て
貼
付
式
を
行
い
、
同
校
１
年
生

に
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
を
手
渡
し

を
テ
ー
マ
に
、
地
産
地
消
屋
台

ブ
ー
ス
や
テ
ー
ブ
ル
対
抗
ゲ
ー

ム
、
抽
選
会
の
目
玉
商
品
な
ど
各

所
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
取
り
入
れ
た
特

別
企
画
を
実
施
し
た
。

　
テ
ー
ブ
ル
対
抗
ゲ
ー
ム
で
は
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
○
╳
ク
イ
ズ
を

出
題
。
各
テ
ー
ブ
ル
の
代
表
者
が

短
い
シ
ン
キ
ン
グ
タ
イ
ム
の
中
で

答
え
を
選
び
、
正
解
が
発
表
さ
れ

る
た
び
に
会
場
内
は
大
き
な
盛
り

上
が
り
を
見
せ
た
。

　
会
場
を
更
に
盛
り
上
げ
た
の
が

　
組
合
で
は
、
今
年
で
30
回
目
を

迎
え
る
夏
の
人
気
イ
ベ
ン
ト
「
問

屋
町
納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
、
７

月
18
日
（
金
）
に
ホ
テ
ル
青
森
で

開
催
。
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
組
合
員

従
業
員
お
よ
び
そ
の
家
族
ら
３
９

５
名
が
参
加
し
、
節
目
と
な
る
一

夜
を
楽
し
ん
だ
。

　
柳
谷
理
事
長
の
挨
拶
に
続
き
、

石
田
副
理
事
長
の
乾
杯
の
発
声
で

パ
ー
テ
ィ
ー
が
幕
を
開
け
た
。
今

回
は
30
回
目
の
開
催
を
記
念
し
、

組
合
が
推
進
す
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

た
。
式
で
は
１
年
生
児
童
全
員
が

ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
貼
付
け
箇
所
を

横
断
、
最
後
に
児
童
一
同
よ
り
お

礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。
残
り

の
学
校
に
は
夏
休
み
中
に
配
付
さ

れ
、
新
学
期
か
ら
は
ス
ト
ッ
プ
マ

ー
ク
が
子
供
達
の
安
全
確
保
に
役

立
て
ら
れ
る
。
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組
合
で
は
７
月
27
日
（
日
）、

小
学
生
を
対
象
と
し
た
問
屋
町

サ
ッ
カ
ー
教
室
を
カ
ク
ヒ
ロ
グ

ル
ー
プ
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア

ム
で
開
催
し
た
。

　
今
年
度
で
２
回
目
の
開
催
と

な
っ
た
同
教
室
に
は
38
名
の
小
学

生
が
参
加
。
指
導
に
は
、
ラ
イ
ン

メ
ー
ル
青
森
Ｆ
Ｃ
の
選
手
及
び

コ
ー
チ
が
あ
た
り
、
子
供
達
は
プ

ロ
の
技
術
や
サ
ッ
カ
ー
の
楽
し
さ

に
触
れ
な
が
ら
、
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
し
た
。

　
参
加
者
は
「
た
く
さ
ん
走
っ
て

つ
か
れ
た
け
ど
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
」と
嬉
し
そ
う
に
話
し
た
。

　
組
合
で
は
、
厚
生
労
働
省
の
助

成
金
を
活
用
し
、
組
合
員
の
紙
折

り
作
業
の
負
担
軽
減
を
目
的
に
自

動
紙
折
り
機
を
導
入
し
た
。

自動紙折り機

森林伐採安全祈願祭

問屋町サッカー教室

　
対
応
用
紙
サ
イ
ズ
は
Ｂ
６
か
ら

Ａ
３
ま
で
と
幅
広
く
、
２
つ
折
り

や
４
つ
折
り
の
ほ
か
、
観
音
折
り

や
ク
ロ
ス
折
り
な
ど
多
様
な
折
り

方
に
対
応
。
１
０
０
０
枚
程
度
の

３
つ
折
り
で
あ
れ
ば
数
分
で
処
理

が
完
了
す
る
な
ど
、
作
業
時
間
の

大
幅
な
短
縮
に
つ
な
が
る
た
め
、

無
料
利
用
サ
ー
ビ
ス
を
ぜ
ひ
ご
利

用
い
た
だ
き
た
い
。

小
学
生
が
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
交
流
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問
屋
町
サ
ッ
カ
ー
教
室

　
問
屋
町
地
区
で
進
め
ら
れ
て
い

る
街
路
樹
伐
採
工
事
に
先
立
ち
、

７
月
９
日
（
水
）
に
森
林
伐
採
安

全
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　
当
日
は
卸
団
地
再
整
備
事
業

ワ
ー
キ
ン
グ
委
員
会
の
工
藤
座
長

や
工
事
関
係
者
ら
が
出
席
。
問
屋

町
の
氏
神
で
あ
る
大
星
神
社
の
神

職
が
祝
詞
を
奏
上
し
、
街
路
樹
へ

の
感
謝
と
工
事
の
安
全
を
祈
願
し

た
。

街
路
樹
伐
採
の
安
全
を
祈
願

作
業
負
担
軽
減
へ
無
料
利
用
サ
ー
ビ
ス

自
動
紙
折
り
機
を
導
入

　
今
回
は
「
新
会
長
に
聞
く
」

と
題
し
て
、
こ
の
た
び
、
青
森

問
屋
町
経
営
同
友
会
の
新
会
長

に
就
任
さ
れ
た
、
㈱
元
木
商
店

の
元
木
社
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
同
社
は
、
昭
和
38
年
に
設
立
。

昭
和
初
期
か
ら
和
菓
子
の
落
雁

や
干
菓
子
に
使
う
木
型
を
製
造

し
て
い
た
工
房
が
前
身
で
あ
り
、

現
在
は
北
東
北
地
域
の
菓
子
・

パ
ン
製
造
業
者
に
原
材
料
や
機

械
、
包
材
な
ど
を
提
供
す
る
専

門
問
屋
と
し
て
事
業
を
行
っ
て

い
る
。

　
業
界
の
現
状
や
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
は
「
地
方
に
お
い
て

は
人
口
減
少
に
伴
う
消
費
の
伸

び
悩
み
や
人
手
不
足
に
加
え
、

大
手
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店
舗
の

進
出
な
ど
も
あ
り
、
地
域
の
事
業
者

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

う
し
た
状
況
は
新
た
な
工
夫
や
取
り

組
み
を
進
め
る
良
い
契
機
と
も
言
え

ま
す
の
で
、
当
社
は
地
元
の
お
客
様

に
最
も
近
い

『
応
援
団
』

と
し
て
顧
客

の
課
題
に
寄

り
添
い
な
が

ら
最
適
な
商

品
を
提
案
す

る
こ
と
で
、

と
も
に
成
長

し
続
け
る
企

業
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と

話
す
。

　
同
友
会
の
新
会
長
と
し
て
の
抱
負

に
つ
い
て
伺
う
と
「
現
在
も
個
性
豊

か
な
メ
ン
バ
ー
が
仲
良
く
活
動
を
行

っ
て
い
る
の
で
、
今
後
も
引
き
続
き

メ
ン
バ
ー
同
士
が
仲
良
く
交
流
し
て

い
く
こ
と
が
一
番
大
切
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
た
だ
仲
良
く
す

る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
み
な
が

意
見
を
出
し
あ
い
、
立
場
や
意
見
が

違
っ
て
も
『
そ
れ
も
い
い
ね
』
と
笑

い
あ
え
る
雰

囲
気
を
作
っ

て
い
き
た
い

で
す
」
と
語

る
。

　
同
氏
の
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト

面
に
つ
い
て

話
が
及
ぶ
と

「
私
は
何
か

一
つ
の
こ
と
に
熱
中
し
て
い
な
い
と

落
ち
着
か
な
い
タ
イ
プ
な
の
で
、
熱

中
で
き
る
も
の
を
常
に
探
し
て
い
ま

す
。
最
近
は
自
分
の
健
康
に
気
を
付

け
て
自
転
車
を
こ
ぎ
始
め
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
同
友
会
で
企
画
し
て
い
る

ダ
イ
エ
ッ
ト
グ
ラ
ン
プ
リ
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
50
歳
を
超
え

て
か
ら
体
力
の
衰
え
を
感
じ
る

こ
と
が
多
く
な
っ
た
の
で
、
健

康
に
は
今
ま
で
以
上
に
気
を
使

っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
す
。

　
座
右
の
銘
を
尋
ね
る
と
「『
起

き
た
こ
と
は
す
べ
て
受
け
入
れ

る
』
で
す
。
人
生
で
は
、
予
想

外
の
こ
と
が
た
く
さ
ん
起
き
て
、

そ
の
中
に
は
う
れ
し
い
こ
と
も

あ
れ
ば
つ
ら
く
苦
し
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ

ら
全
て
を
受
け
入
れ
て
、
そ
の

予
想
外
が
自
分
を
ど
ん
な
と
こ

ろ
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
の

か
を
常
に
楽
し
み
な
が
ら
生
き

て
い
ま
す
。
起
き
た
こ
と
を
拒

絶
す
る
よ
り
も
、
受
け
入
れ
る

人
生
の
ほ
う
が
楽
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
語
っ
た
。

（
53
歳
）

新
会
長
に
聞
く

㈱元木商店
代表取締役社長

元木　桂吾 氏
けい ごもと き

市
内
全
小
学
校
に

ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
寄
贈

安
協
問
屋
町
支
部

　
問
屋
町
に
ク
ラ
ブ
オ
フ
ィ
ス
を

構
え
、Ｊ
リ
ー
グ
参
入
を
目
指
し
て

い
る
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
「
ラ

イ
ン
メ
ー
ル
青
森
Ｆ
Ｃ
」。
２
０
２

５
年
シ
ー
ズ
ン
は
７
月
末
時
点
で

Ｊ
Ｆ
Ｌ
リ
ー
グ
３
位
と
、Ｊ
３
昇
格

圏
の
２
位
に
あ
と
一
歩
と
迫
る
好

位
置
に
つ
け
て
い
る
。
昇
格
に
は

順
位
だ
け
で
な
く
、「
ホ
ー
ム
戦
１

試
合
平
均
観
客
数
２
０
０
０
人
」

の
達
成
も
必
要
と
な
り
、
現
在
の

平
均
観
客
数
は
１
８
７
０
人
。

　
９
月
の
ホ
ー
ム
戦
の
日
程
は
下

記
の
通
り
と
な
っ
て
お
り
、
問
屋

町
の
組
合
員
従
業
員
お
よ
び
そ
の

家
族
は
会
場
受
付
で
「
問
屋
町
」

と
伝
え
る
と
無
料
で
観
戦
で
き
る
。

　
同
ク
ラ
ブ
の
Ｊ
リ
ー
グ
昇
格
を

後
押
し
す
べ
く
、
ぜ
ひ
ス
タ
ジ
ア

ム
で
の
熱
い
応
援
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ラ
イ
ン
メ
ー
ル
青
森
Ｆ
Ｃ
を
応
援
し
よ
う
！

|
９
月
ホ
ー
ム
戦
情
報
|

問
屋
町
の
夏
の
風
物
詩
を
盛
大
に
開
催

第
30
回
問
屋
町
納
涼
パ
ー
テ
ィ
ー


